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(57)【要約】
【課題】本発明は、ファンユニットの位置を調整するこ
とができるファンユニット固定装置を提供することを目
的とする。
【解決手段】本発明に係るファンユニット固定装置は、
ホルダー及びファンユニットの底部に固定される固定部
材を備え、前記ホルダーには、複数対の係合スロットが
互いに離間して設けられ、前記固定部材の底部には、前
記ホルダーの対応する２対の係合スロットに係合できる
２対の係合脚が設置され、前記固定部材の片側には、前
記ホルダーの片側に係合する係合フックが突出して形成
される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホルダー及びファンユニットの底部に固定される固定部材を備えるファンユニット固定
装置であって、
　前記ホルダーには、複数対の係合スロットが互いに離間して設けられ、前記固定部材の
底部には、前記ホルダーの対応する２対の係合スロットに係合できる２対の係合脚が設置
され、前記固定部材の片側には、前記ホルダーの片側に係合する係合フックが突出して形
成されることを特徴とするファンユニット固定装置。
【請求項２】
　前記固定部材は、互いに反対側に位置する２つの側部を有する底板を備え、前記係合フ
ックは、前記底板の一方の側部に突出して形成され、２対の前記係合脚は、前記底板の底
部に設置され、各々の前記係合脚は、係合部と、前記係合部と前記底板との間に垂直に接
続される接続部と、を備え、前記接続部は、前記底板の他方の側部に近いことを特徴とす
る請求項１に記載のファンユニット固定装置。
【請求項３】
　前記ホルダーは、固定板と、前記固定板の片側から下に向かって垂直に延在して形成さ
れて前記係合フックと係合する第一側部と、前記固定板の他側から下に向かって垂直に延
在して形成される第二側部と、を備え、複数対の前記係合スロットは、前記固定板の長手
方向に沿って互いに離間して設けられ、各々の前記係合スロットは、前記第二側部に近い
第一孔及び前記第一側部に近い第二孔を備え、前記第二孔の前記固定板の長手方向に沿う
幅は、前記第一孔の前記固定板の長手方向に沿う幅より小さいことを特徴とする請求項２
に記載のファンユニット固定装置。
【請求項４】
　一対の前記係合スロットそれぞれは、前記固定板の幅方向に沿って互いに離間して設け
られ、一対の前記係合脚それぞれは、前記固定部材の底板の幅方向に沿って互いに離間し
て設けられることを特徴とする請求項３に記載のファンユニット固定装置。
【請求項５】
　前記ホルダーは、コンピューターケースの側板の内部に装着され、前記ホルダーの第一
側部及び第二側部は、全て前記コンピューターケースの側板に貼り合わせて、前記固定板
の底部と前記コンピューターケースの側板との間には間隔が存在することを特徴とする請
求項３または４に記載のファンユニット固定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ファンユニット固定装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　コンピューターケースの内部に設置されるファンユニットは、マザーボードに対して放
熱するために用いられる。異なるマザーボードの放熱要求を満たすためには、ファンユニ
ットの位置を調整する必要があり、この時ファンユニット固定装置を改めて設計しなけれ
ばならず、面倒である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、前記課題を解決し、ファンユニットの位置を調整することができるフ
ァンユニット固定装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明に係るファンユニット固定装置は、ホルダー及びファンユニットの底部に固定さ
れる固定部材を備え、前記ホルダーには、複数対の係合スロットが互いに離間して設けら
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れ、前記固定部材の底部には、前記ホルダーの対応する２対の係合スロットに係合できる
２対の係合脚が設置され、前記固定部材の片側には、前記ホルダーの片側に係合する係合
フックが突出して形成される。
【発明の効果】
【０００５】
　従来の技術と比べると、本発明のファンユニット固定装置のホルダーには、複数対の係
合スロットが設けられているので、固定部材によってファンユニットをホルダーの異なる
位置に装着することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明の実施形態に係るファンユニット固定装置とファンユニットとの組立斜視
図である。
【図２】図１に示すファンユニット固定装置とファンユニットとの分解斜視図である。
【図３】図２に示す固定装置の拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態について説明する。
【０００８】
　図２を参照すると、本発明の実施形態に係わるファンユニット固定装置は、ホルダー１
０及び固定部材２０を備える。
【０００９】
　ホルダー１０は、細長い固定板１２と、固定板１２の片側から下に向かって垂直に延在
して形成される第一側部１４と、固定板１２の他側から下に向かって垂直に延在してから
外側に向かって垂直に延在して形成される第二側部１６と、を備える。複数のねじはホル
ダー１０の両端を貫通して、ホルダー１０をコンピューターケースの側板３０に装着する
。第一側部１４及び第二側部１６の底部は、コンピューターケースの側板３０に貼り合わ
せられる。ホルダー１０の固定板１２とコンピューターケースの側板３０との間には、間
隔が存在する。固定板１２には、その長手方向に沿って複数対の係合スロット１７が互い
に離間して設けられる。一対の係合スロット１７それぞれは、固定板１２の幅方向に沿っ
て互いに離間して設けられる。各々の係合スロット１７は、第二側部１６に近い第一孔１
７１及び第一側部１４に近い第二孔１７３を備える。各々の第二孔１７３の固定板１２の
長手方向に沿う幅は、各々の第一孔１７１の固定板１２の長手方向に沿う幅より小さい。
【００１０】
　図３を参照すると、固定部材２０は、底板２１を備える。底板２１は、互いに反対側に
位置する２つの端部２１２及び互いに反対側に位置する２つの側部２１４を備える。各々
の側部２１４の２つの端部２１２に近い箇所には、底板２１に直交し且つ弾性を有する固
定部２３がそれぞれに形成される。各々の固定部２３の外側には、係合柱２３１が突出さ
れる。底板２１の一方の側部２１４には、他方の側部２１４から離れる方向に向かって突
出する係合フック２５が設けられる。底板２１の底部には、その長手方向に沿って２対の
係合脚２７が互いに離間して設置される。一対の係合脚２７それぞれは、底板２１の幅方
向に沿って互いに離間して設置される。各々の係合脚２７は、係合部２７１と、係合部２
７１と底板２１との間に垂直に接続される接続部２７３と、を備える。
【００１１】
　ファンユニット５０は、互いに反対側に位置する２つの側壁５１を備える。各々の側壁
５１の底部の両端には、貫通孔５１３がそれぞれに設けられる。
【００１２】
　図１を参照すると、放熱要求によって、ファンユニット５０をホルダー１０の理想的な
位置に装着する場合、先ず、固定部材２０の４つの固定部２３を弾性変形させてファンユ
ニット５０の２つの側壁５１の底部の間に挿入する。続いて、４つの固定部２３の係合柱
２３１をファンユニット５０の２つの側壁５１の底部の４つの貫通孔５１３にそれぞれ対
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応させてから、４つの固定部２３を解放すると、４つの固定部２３が弾性復帰して、４つ
の固定部２３の係合柱２３１は、ファンユニット５０の４つの貫通孔５１３に係合して、
固定部材２０をファンユニット５０の底部に固定する。次に、ファンユニット５０をホル
ダー１０の理想的な位置の上方から下に移動させて、固定部材２０の底板の２対の係合脚
２７の係合部２７１をホルダー１０の対応する２対の係合スロット１７の第一孔１７１に
貫通させる。そして、ホルダー１０の第一側部１４に向かってファンユニット５０を移動
させると、固定部材２０の係合脚２７の接続部２７３は、ホルダー１０の係合スロット１
７の第二孔１７３に係合し且つ第二孔１７３の第一孔１７１から離れている側壁に当接す
る。この時、固定部材２０の係合脚２７の係合部２７１は、固定板１２の底部に係合し、
固定部材２０の係合フック２５は、ホルダー１０の第一側部１４に係合し、ファンユニッ
ト５０及び固定部材２０がホルダー１０の第二側部１６に向かって移動しないようにする
。このようにファンユニット５０はホルダー１０に固定される。
【００１３】
　本発明のファンユニット固定装置において、ホルダー１０の長手方向に沿って複数対の
係合スロット１７が設けられているので、需要によってファンユニット５０をホルダー１
０の異なる位置に装着することができる。
【００１４】
　以上本発明を実施例に基づいて具体的に説明したが、本発明は、上述の実施例に限定さ
れるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において、種々変更可能であることは勿論
であって、本発明の技術的範囲は、以下の特許請求の範囲から決まる。
【符号の説明】
【００１５】
１０　ホルダー
１２　固定板
１４　第一側部
１６　第二側部
１７　係合スロット
２０　固定部材
２１　底板
２３　固定部
２５　係合フック
２７　係合脚
３０　側板
５０　ファンユニット
５１　側壁
１７１　第一孔
１７３　第二孔
２１２　端部
２１４　側部
２３１　係合柱
２７１　係合部
２７３　接続部
５１３　貫通孔
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